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武者絵「源義経」（当館蔵）

（１）はじめに
　一口にヒーローと申しましても、さまざまなイ

メージを持たれると思います。歴史上の実在の人

物、マンガやアニメに登場するヒーロー、スポー

ツ選手や冒険家など、まだまだ読者のみなさんが

考えるヒーローが数多く存在するのだと思います。

　本展では、第１部として、歴史上のヒーローを

錦絵などで紹介します。そこでは、現在私たちが

抱くヒーロー感とは異なる、江戸時代や明治時代

の人々が抱くヒーロー像がうかがい知れます。第

２部では、昭和３０年代からはじまるテレビヒー

ローをフィギュア・写真パネル等で紹介します。

マスメディア時代の到来が数多くのヒーローを輩

出し、育ててきた過程がうかがわれます。

　ヒーロー像には、時代の世相が色濃く反映され

ています。皆様が、当時の懐かしく頼もしかった

ヒーローたちが活躍した「あの頃」へと誘われ、

夏休みのひと時を過ごせるような展示です。

（２）歴史上のヒーロー
　江戸時代後期の文化九年（１８１２年）に勝川春

亭によって描かれた「源義経」（写真）は、江戸

時代の人々が考えるヒーロー像のひとつです。義

経は当館所蔵の「源平合戦図屏風」（期間中のう

ち半期展示）にも登場します。仮にヒーロー度と

いう尺度があれば、かなり高い数値になることで

しょう。「一の谷合戦図屏風」には埼玉県が生ん

だ歴史上のヒーロー、熊谷直実が描かれています。

　江戸時代のスポーツヒーローといえばお相撲さ

んです。当館には多くの相撲錦絵が所蔵されてい

ます。その中でも、埼玉県が生んだおらが国のお

相撲さんを中心に錦絵で紹介します。

（３）昭和のヒーローたち

　昭和２８年（１９５３年）、ＮＨＫによって本格的な

テレビ放送が開始されました。テレビは大変高価

なものであり、経済的成長の途上であった日本で

は、いわゆる街頭テレビの時代が続きました。そ

の頃の主な番組は、大相撲、プロレス、プロ野球

などのスポーツ中継や、記録映画などでした。

　本格的なテレビ放送が始まって５年、昭和３３

（１９５８年）に月光仮面は始まりました。テレビ

ヒーローの最初は、宣弘社プロダクションが製作し

たこの月光仮面だったのです。昭和３４年（１９５９年）

までに全５部、都合１３０回に渡り、ＫＲＴＶ（現ＴＢＳ

テレビ）系で放映されました。「どこの誰かは知

らないけれど、誰もがみんな知っている」という

有名なフレーズに乗って登場する月光仮面は、瞬

く間にスーパーアイドルとなって、当時のことも

たちを魅了しました。放送時間帯に銭湯から子ど

もたちが消えたといわれるほどの人気だったそう

です。月光仮面が先駆となって、続々とテレビヒ

ーローたちが誕生していきます。

　日本における本格的なアニメ番組は、１９６３年

の「鉄腕アトム」に始まります。同年に「鉄人２８

号」や「エイトマン」もはじまります。残念なが

らこれらのヒーローに関する資料は展示されてい

ませんが１９６０年代には、百花繚乱の趣を呈する

ようになります。

　今回の展示は宣弘社のキャラクターが中心です

ので、残念ながらウルトラマンの展示はありませ

ん。ですがヒーローを語るうえでウルトラマンに

触れないわけにはいかないでしょう。ウルトラシ

リーズの記念すべき第一作目が円谷プロプロダク

ション製作のウルトラＱです。製作は昭和４１年

（１９６６年）です。次いで、テレビヒーロー史に数々
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の金字塔を打ち立てるウルトラマンが、昭和４１

年（１９６６年）～昭和４２年まで放送されました。

　光速エスパーは、昭和４２年（１９６７年）～昭和４３

年まで日本テレビ系で放送されました。三ツ木清

隆さん演じる主人公の東ヒカル少年が普通の一般

少年でありながら、危機的な場面には光速エスパ

ーとなって活躍することが、当時の小学生たちの

憧れとなり、共感を呼びました。当時の小学生た

ちは「物体が光速で飛べるのか？」という命題を

真剣に議論していました。写真パネルとフィギュ

アで紹介します。

　１９７０年代に入り、テレビヒーローは成熟期を

迎えるように思われます。「シルバー仮面」は、

昭和４６年（１９７１年）から昭和４７年まで放映され

た特撮を駆使した番組です。シルバー仮面をはじ

め、今回の展示では怪獣フィギュアが充実してい

ます。しかもその怪獣フィギュアは実に精巧にで

きています。インバルス星人、ジュリー星人、シ

ャイン星人、ピューマ星人などです。

　ベム５号と呼ばれる光子ロケットの模型も展示

します。シルバー仮面に登場する高性能ロケット

です。ミサイルやレーザー砲を備え、シルバー仮

面を側面から援護しました。

　ほかにアイアンキング〔昭和４７年（１９７２年）～

昭和４８年まで放送〕やレッドバロン〔昭和４７年

（１９７３年）～昭和４８年まで放送〕なども登場します。

　また、特別企画としてこれまであげたヒーロー

のＤＶＤを一挙上演します。詳細は以下のとおり

ですので、多数のご来館をお待ちしております。

　　　　　　　　　（特別展示担当　伴瀬宗一）

関連事業

（１）夏休み特別企画

　　　「甦れ！懐かしのヒーロー」連続映画会　

　開催日時

　８月１０日（火）隠密剣士シリーズ

　８月１１日（水）光速エスパーシリーズ・

　　　　　　　　 レッドバロン

　８月１２日（木）月光仮面・アイアンキング・

　　　　　　　　 シルバー仮面

　上映時間（各日とも）

　午前の部　　１０：３０～１２：００

　午後の部　　１３：３０～１５：００

　会　　場　歴史と民俗の博物館　講堂

　当日受付　参 加 費、無　料

（２）展示解説

　７月１８日（日）、２５日（日）、８月８日（日）、

　２２日（日）、２９日（日）　各日曜日１４時～
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　「新収集品展　２００８～２００９」が、この６月２２日

（火）～８月２９日（日）に当館の季節展示室にて開

催しております。ここでは、この「新収集品展

２００８～２００９」について御案内いたします。

　埼玉県立歴史と民俗の博物館は「常設展」、「特

別展」、「ゆめ・体験ひろば」など様々な企画を

通して国内外の多くのお客様に御利用していただ

いております。

　ところで、博物館のもつ大きな仕事の一つに「資

料の収集・保管」があります。これは、私たちの

世代だけではなく後世まで資料を引き継いでいく

という博物館のもつ重要な使命であり、皆様に御

活用していただく博物館のすべての活動の基盤と

なっている仕事です。

　当館では、次世代への継承を目的として、昭和

４６年（１９７１）の「埼玉県立博物館」の開館以来、

県民共有の文化遺産である埼玉の歴史・民俗・美

術工芸に関する資料を収集・保管して参りました。

平成１８年に行われた県内の博物館の再編整備に

よより「埼玉県立博物館」と「埼玉県立民俗文化

センター」が統合され、「埼玉県立歴史と民俗の

博物館」がオープンしてから収蔵資料は１２万点

を超超えるまでになりました。

　とりわけ、開館以来３００名を超える方々からの

寄贈資料は、当館の収蔵資料の中でも重要な部分

を占めるようになっております。

　収蔵資料の充実に御協力をいただいた方々の御

厚意を顕彰するとともに、皆さまへ広く御紹介さ

せていただく場として、当館では新収集品展を開

催してまいりました。

　今回の展示では、平成２０年度から平成２１年度

にかけて１６名の方々から御寄贈していただいた

資料と、新たに購入した資料を展示いたします。

　平成２０年度は、主に貨幣やメダル、掛け時計、

ラジオ、レコード、絵葉書やカメラ等の近現代の

資料を寄贈していただきました。

　また、平成２１年度は、県内の生産や信仰に関

すする民俗資料である藍作関係資料や富士講関連

資料、小絵馬等を寄贈していただきました。

　さらに、積極的に収集してきた鯰絵と引札のコ

レクションも充実いたしました。

　このように多くの皆様の御協力をいただいて当

館の収蔵資料は充実して参りました。この「新収

集品展　２００８～２００９」を通して、普段皆様の目

に触れることの少ない「資料の収集・保管」とい

う博物館の隠れた仕事の一端を御覧いただければ

幸いです。

　　　　　　　　　（資料調査担当　吉田幸一）
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　博物館友の会は、花王コミュニティミュージア

ム・プログラム２００９に応募し、全国からの１１８件

の応募の中、助成対象（２８件）に選定され、５０万

円の助成をいただくことができました。

　助成対象のプロジェクトは「博物館からキック

オフ事業『ワークショップ～五人囃子と語る』」

です。

　雛人形の五人囃子（太鼓・大鼓・小鼓・笛・謡）

は「能の音楽」を演じています。そこに眼をつけ

たのがこのプロジェクト。

　五人囃子を「能楽入門」のキッカケ、雛人形と

いう地場産業（さいたま市岩槻区）を身近に考え

るキッカケ、博物館の隣組である大宮氷川神社の

薪能を見るキッカケにしてもらう～そういう、ち

ょっと切り口の変わったイベントを友の会で行い、

「博物館」の注目度をあげ、入館者増にもつなげ

たいという企画です。

　でも、実際に取り組みを始めたときには、みん

な不安で一杯でした。なにしろ、講演会や見学会

などしか、ほとんど経験がなく、作業などはした

ことがない、寄せ集めの団体なのですから。

 準備作業の大きなポイントは舞台を構成する９０

センチ角高さ３０センチの箱（いわゆるサイコロ）

をつくること、舞台の正面を飾る「老松の絵」作

りです。

　２０個のサイコロは二日がかりの大「大工仕事」

で出来上がりました。

　そして、「老松の絵」作り（部屋より大きく白

布を縫い合わせ、あちこちの能舞台をみてきて下

絵を描き、それを白布に拡大し、色を塗る）も、

どんな絵の具を使っていいのかわらない段階から

やり始めて、ようやく立派な「老松」が完成しま

した。

　しかし、才能を持った方が友の会には沢山おら

れたのですね。隠されていた個人の才能、気心も

わかって、混成部隊なればこその素晴らしさが発

揮されたのです。

　幕があがった当日、博物館にお願いして便乗さ

せて頂いたさいたま市内の小学校５・６年生への

チラシ配布の効果もあって、午前の部の子ども対

象プログラムには保護者の方を含め９５人のご参

加がありました。

　能楽師さん、囃子方さんの実演や解説、一番の

盛り上がりは楽器にさわって、演奏の仕方を教え

てもらえる時間でした。（冒頭写真）　ならない笛

とか太鼓に悪戦苦闘の場面もありましたが、みな

さんに楽しんでいただきました。

　午後からの「大人のための能楽入門」プログラ

ムには１３３人のご参加。

　能「高砂」、居囃子「船弁慶」の実演は、能楽

入門にはゼイタクすぎるものでありました。

　こちらも楽器にふれることのできるのは大好評。

いろいろな楽器に挑戦されていました。

　高尚でとっつきがたいイメージの強い「能」に

楽しみながら入門できるチャンスとなったようで、

初期の目的は十分達成できたと思われます。

　その後のプログラムとしては、座学の「能楽入

門」講座は２回のうち１回がすみ、これまで作成

したレジュメなどをベースとした「能楽入門本」

の刊行が残っていますが、計画どおり実施し、友

の会の会員のますますの団結、交流をはかって行

きたいと考えています。

　ご協力いただいた博物館、岩槻人形組合さん、

東玉さん、能楽師・囃子方のみなさん、コーディ

ネーター役の原田紀子さんに心からのお礼を申し

上げる次第です。 

�　　　　　　　　　　　（友の会会長　宮川　進）
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